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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は，子供の学校適応や心理的適応を向上させるための心理教育プログラ
ムを作成することであった。一連の研究において，体験の回避（対概念としてのアクセプタンス）を測定するた
めの尺度を作成し，信頼性と妥当性を検討した。その後，調査研究によってアクセプタンスや価値の明確さが子
どもの学校適応や外在化問題を予測することを明らかにした。こうした基礎的な調査研究結果を理論的エビデン
スとしたうえで，アクセプタンスと自律的な価値を向上させるための心理教育プログラムを構成し，そのプログ
ラムの効果を検証した。その結果，本研究によって作成された心理教育プログラムの一定の効果が確認された。

研究成果の概要（英文）：The aim of the present study was to create a psychoeducational programme to 
improve children's school and psychological adjustment. In a series of studies, a scale to measure 
avoidance of experience (versus acceptance as a concept) was developed and examined for reliability 
and validity. Subsequently, survey research revealed that acceptance and value clarity predicted 
children's school adjustment and externalising problems. Based on these basic research findings as 
theoretical evidence, a psychoeducational program to improve acceptance and autonomous values was 
constructed and the effectiveness of the programme was examined. The results confirmed certain 
effects of the psychoeducational programme created by this study.

研究分野： 教育心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は自らの感情を受け入れていくという感情のアクセプタンスと，自律的に決定された価値の感覚およびそ
れに基づく行為としてのコミットメントに着目した学校適応を支える心理教育的プログラムを構成することを目
的とした。一連の研究からアクセプタンスと価値の明確化の感覚は子どもたちの適応に寄与すること，また構成
された心理教育プログラムは自律的な学習動機や価値の明確化に寄与することが示された。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

Acceptance & Commitment Therapy（以下、ACT とする）と呼ばれる第三世代の認知行動
療法におけるキーコンセプトに心理的柔軟性（対の概念として心理的非柔軟性）がある。そこで
は、人間の適応性を説明するために「アクセプタンス」「価値」「コミットされた行為」「脱フュ
ージョン」「文脈としての自己」「今この瞬間への柔軟な注意」の６つのコアプロセスを想定して
いる（Hayes et al., 2001）（以下，図参照）。そして、総じて心理的柔軟性が保たれている状態
が、人間の well-being や QOL を支えるために重要とされる（Hayes,1993）。 
中教審答申(2008, 2015) における、子どもたちに育てたい力の中では、個人の興味や関心と

いった個人間の違いを認めつつも、自己との対話を重ね、主体的かつ能動的に、自らが大切にす
る価値（ACT でいう personalized value）を見出しながら環境に働きかけることを重要視して
いる。つまり、アクセプタンスや価値といった概念は教育理念と重複し、自分の人生を生きてい
くという意味ではキャリア教育への発展可能性も見出せる。しかしながら、こうした点ついての
実証研究は、多くは蓄積されていない現状がある。子どもたちが人生において生じる問題や課題
に向き合いながら（アクセプタンス）、自らの人生をより自律的に歩むために(価値とコミットメ
ント)、どのような心理教育学的支援が提供できるかについて検討し提言することは、本邦の教
育において重要な課題である。 
 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、「アクセプタンス（対の概念として体験の回避）」と「価値」が、子どもたちの学校
適応にどのように関連し合っているのかについて縦断的な調査研究と、そこから得られた結果
に基づく教育支援プログラムの開発とその効果検証を目的とした。 
 
 
３．研究の方法 
 本研究では，まずアクセプタンスと学校適応や内在的問題との関連 
について（研究１）および，心理社会的適応と価値が外在的問題をどの程度予測するのか（研究
２）を検討した。続いて，研究３としてアクセプタンスと価値への介入を目指してユニバーサル
デザインの心理教育プログラムが，これらの指標と自律的な学習動機に影響を打与えるかを検
討した。 
 
（１） 研究１では，580 名の中学生を対象に，学校適応感，抑うつ傾向（内在化問題），体験の

回避に関する尺度を 1か月おきに，3回の調査を行った。 
（２） 研究２では，中学生 498 名を対象に，学校適応感尺度，外在的問題（非行傾向），抑うつ

傾向，学校での怒り尺度短縮版（MSAI），価値とコミットメント尺度を回答してもらった。 
（３） 研究３では，93 名の統制群と 110 名の介入群に中学生を分類したうえで，構成された心

理教育プログラムを実施し，アウトカム変数として価値とコミットメント尺度，体験の
回避尺度，自律的学習動機尺度を設定した。心理教育的介入は 3回行われ，調査は介入
前，介入後，フォローアップの 3回行われた。 

 
 
 
４．研究成果 
（１）体験の回避（EA）,学校適応感（SA）,抑うつ（DEP）得点について自己回帰モデル（図 1）
による検討を行った結果，以下の結果が示された。 
a) まず、体験の回避と学校適応感は相互に相関していた。 
b) 学校適応感と体験の回避はともに抑うつ症状に縦断的な影響を与えるものの，体験の回避   
と学校適応感には抑うつ症状の有意な縦断的影響を見出すことはできなかった。 
c) したがって、子どもの学校適応とアクセプタンスは、子どもの内在化問題にとって重要で
あると考えられる。 

 
（２）学校適応感尺度，抑うつ傾向，学校での怒り尺度短縮版（MSAI），価値とコミットメント
尺度が外在的問題（非行傾向）をどの程度予測するか，ポワソン回帰モデルによる，非行傾向の
予測をおこなった。その結果，学校適応感は非行傾向をほとんど予測しなかった。一方で，怒り
体験の中の「皮肉的態度」「破壊的対処」と，抑うつ傾向の「意欲の減退」，価値とコミットメン
ト尺度の「回避の持続」が有意な正の影響を与えていることが示された。「意欲の減退」は抑う
つにおける中核症状であるとされること，および研究１で示されたように体験の回避が抑うつ
を長期的に高める可能性を勘案すると，子供たちの示す「皮肉や破壊」だけではなく，抑うつの



ような内在化問題と，それを強化する体験の回避に焦点をあてることが，外在的問題を低減させ
る有効な支援となる可能性が示唆された。 
また，研究１および研究２の結果を踏まえると，体験の回避（アクセプタンス）や価値の明確

さに焦点を当てた心理教育プログラムを実施するある程度の妥当性が得られたと判断できる。 
 
 

 
図 1 研究で用いた自己回帰モデル 

 
 

表 1 自己回帰モデルによる各変数の影響 

 
 
（３） 作成された心理教育プログラムについて，統制群 3クラス，介入群 3クラスに中学生  
を分類したうえでその効果を検証した。分散分析の結果，自律的学習動機づけ尺度に おける
「内的調整」において時期と群の交互作用が有意であった（F (2,382)=3.49, p<.05）。下位検
定の結果，統制群においては得点の変化は見られなかったが，介入群において事前から事後に
かけて，および事前からフォローアップにおいて内的調整得点が上昇することが示された。ま
た，価値とコミットメント尺度における「価値の明確さ」得点においても時期と群の交互作用
が見られた（F (2,364)=5.96, p<.01）。下位検定の結果，統制群においては得点の変化は見ら
れなかったが，介入群において事前から事後にかけて，および事前からフォローアップにおい
て内価値の明確さ得点が上昇することが示された。一方で，体験の回避得点についてはプログ
ラムの介入効果が認められなかった。 
 
 
以上の一連の研究結果をまとめると，体験の回避および価値は，子供たちの適応状態に大き

な影響力を持つことと，それらを向上させる心理教育プログラムには一定の効果が認められた
ものの，体験の回避を減少させるためのプログラム内容には改善の必要があることが示され
た。今後は，特に体験の回避に影響する要因や，体験回避が適応に与えるネガティブな影響を
緩和する要因を特定し，それらの要因への介入によって体験の回避を減少させアクセプタンス
を促す教育支援の在り方を検討していく必要があると考えられる。 

 

 

T1 -> T2 T2 -> T3

(a1 / b1) (a2 / b2)

EA -> DEP -.08 ** -.08 **

DEP -> EA - -

(c1 /d1) (c2 / d2)

DEP -> SA - -

SA -> DEP -.13 ** -.13 **

(e1 / f1) (e2 / f2)

EA -> SA -.07 ** -.07 **

SA -> EA -.08 ** -.08 **

TLI

.960

RMSEA CFI SRMR

.090 .980 .040
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